


今宵の月

あなたも　きっと見上げている

今宵の月は　大きくて　明るくて　勇気をくれる

遠く離れていても　見る月は同じ

 
あなたも　きっと見上げている

離れた毎日だけど　生きている　勇気をくれる

勇気を　いつも　わけてくれる

 
いつか　一緒に　見上げたい

何も言わないで　わたしたちの心は　繋がっている

大丈夫　

いつも　あなたが言ってくれる言葉

信じてる

 
離れて　寂しい　毎日

 
でも　今宵の月はきっと見上げているはず

だって　あなたとわたしは　夜空が大好き

毎日　見上げようって　約束した

 
大丈夫

信じてる　待っている

 
 



この手のひら

この手のひらに　舞い落ちる　言葉たち

あなたの言葉

しっかり両手で　受け止める

 
この手のひらに　舞い落ちる　言葉たち

私の言葉

しっかり両手で　受け止める

 
この手のひら

あなたとわたしの大きさは　違うけど

受け止める言葉の大きさは　同じ

 
もっと感じて　もっと受け止めて

しっかりと　握り締めて

ふたりがもう離れてしまわないように

 
この手のひらで　受け止める愛

あなたの言葉　わたしの言葉　ふたりの愛

 
大切にしたい

今日も　この手のひら　見つめている



夢は叶う

たとえば　こんな夢を見た

ずっと　一緒に　いれること

お互い　なくてはならない　存在になれること

 
今は叶わなくても

夢は叶うもの

叶うように　生きていくこと

 
ほんの少し　動けばいい

夢に向かって　動けばいい

 
あなたに会いたい

あなたに触れたい

 
夢を叶えるため　今　動き出す

わたしのために



永遠

愛は永遠のものかな

時々　不安に思う

 
人を愛する気持ち

形は変えながらも　永遠に続く

そう信じている

 
時は移り変わるけれど

あなたへの愛は変わらない

 
あなたを愛したことを　忘れない

あなたを愛したことを　後悔しない

 
愛は永遠のものかな

時々不安に思う

 
忘れないで

わたしはあなたを愛している

今でもずっと　形は違っても



風

ふと　風がよぎる

わたしの髪が揺れる

 
あなたの顔を　思い出す

あなたの声を　思い出す

あなたの香りを　思い出す

 
一緒に過ごした　短い時間

永遠の一瞬

終わることはない

 
顔が見たい　声を聴きたい　香りを忘れない

 
車がわたしの前を　横切った

風が揺れる

わたしの心が揺れる

 
あなたの思い出が　よぎる時

風が揺れる



幸せな時間

空と一つになる

両手を広げ　空を見上げる

風と一つになる

わたしの髪を　風がなで　通り抜けていく

 
新しいわたしが生まれてくる

草の匂い　花の匂い

全てがわたしに　命を与えてくれる

 
生きていける

そう　明日のわたしは　もっと前向き

 
今までの苦しみは

この小川に流してしまおう

 
今は自然が全て　わたしの味方

この空いっぱいに両手を広げ

わたしは　今　幸せを手につかむ



一人じゃない

あなたは　一人じゃない

わたしも　一人じゃない

 
ほら　そばにいるよ

いつでもあなたを見守っている

 
あなたが苦しんで泣いている時

そっと　肩に手を置いている

 
泣きたい時は　泣いていいんだよ

なにも　がまんしなくていいんだよ

 
涙は　あなたを　救ってくれるの

涙は　あなたを　包んでくれるの

 
あなたは　一人じゃない

忘れないで

わたしも　一人じゃない

ずっと　そばにいるよ



かなわぬ想い

想いが叶わない時

そういう時もある

でも人を好きになるのは

とても自然なこと

 
想いが叶わないこともある

それを受け入れる　強い心も必要な時がある

 
それでも　くじけてしまう

そんな時　自分を愛して

 
あの人のことを　諦められない

そんな自分を愛して

 
愛のエネルギーを　自分に向けて

自分の心を　大切にして

これ以上　自分を傷つけないで　責めないで

 
苦しいけど　切ないけど　

想いが叶わない時もある

 
自分の心を大切にして

自分を愛して　自分を抱きしめて



泉

新しいわたしになりたい

生まれ変わって　新しいわたしを見つけたい

 
そんな時　一歩　前に進んでみて

一歩　歩いてみるだけでいいの

 
ほら　新しい世界が見えてくるでしょう

今まで持てなかった　勇気がわいてくる

 
いそがなくていいの

ゆっくり　一歩　踏み出せばいいの

 
新しいわたしになりたい

あふれ出る泉に　そっと　手を入れてみて

冷たい水

あなたを刺激してくれる

その瞬間　あなたは　生まれ変わっている

 
その泉に触れて　歩き出してみて

ゆっくりでいいの　そっとね



距離

今　なにをしてるの

今　なにを見てるの

離れているから　あなたが見えないから

とても不安

 
あなたのメール　あなたの声

ちゃんと受け止めても　不安なの

 
いつになれば　一緒になれるの

いつになれば　触れられるの

 
あなたの気持ち　信じてる

信じようと　努力してる

 
でも辛いの　寂しいの

この距離が苦しい

 
いっそ全てを捨てて　あなたのもとに　行ってしまいたい

そのくらい　あなたが好き



長い旅

あなたは　わたしのことを　知らない

わたしは　あなたのことを　知っている

　

お互い　知り合えることはないかもしれないけど

好き

この気持ち　大切にしたい

 
あなたはいつも　わたしのそばにいる

顔も見れる　声も聴ける

でも　あなたはわたしを知らない

 
この気持ち　どうしたらいいの

あなたに伝えたい　苦しいよ

 
あなたに近づきたい

夢を叶えるため　わたしは歩き出す

長い長い旅に出る

あなたに会うために



一日　一日

後悔のないように

一日一日を大切に生きていきたい

　

同じような毎日を　繰り返しているかもしれないけど

同じ毎日はない

 
毎日何か　新しい発見がある

喜び　怒り　哀しみ　楽しみ

 
そんな感情を　見過ごさないで

そんな愛情を　見過ごさないで

 
わたしたちは　幸せの中にいる

苦しみの中で　立ち止まらないで

明日は必ず　やってくる

 
心の持ち方ひとつで　幸せになれる

夢だって　実現できる

信じて

同じ毎日なんか　ないんだから



外に出よう

不安な気持ちにかられた時

思い切って　外に出てみよう

雨が降っていても　かまわない

 
外の空気を吸って　深呼吸

木の緑　花の色

小さなものに目を向けて

 
そこで世界が変わる

ほんの少しでも　苦しみから解放される

 
少しでいいの

外に出てみて

外の空気を吸って　深呼吸

 
固まった心が　ほぐれる

また新しい自分を　見つめられる

 
不安な気持ちにかられた時

思い切って外に出てみよう

夜だってかまわない



一緒に

あなたと一緒にいると　心落ち着く

あなたと一緒にいると　胸が騒ぐ

 
期待と不安　まじりあう気持ち

あなたの手が触れると

わたしの全身がしびれる

 
ずっと一緒にいれたらいいのに

このまま時が止まったらいいのに

 
癒してあげたい

その疲れを　少しでも　楽にしたい

 
期待と不安が　わたしの心を動かす

あなたのために何かしたい

 
見返りなんかいらない

無償の大きな愛で　あなたを包みたい



ありのままのわたし

ありのままを　受け入れてくれる　あなたが好き

こんなわたしだけど

 
だからあなたのありのままを　受け入れる

こんなわたしだけど

 
ありのまま　今　この瞬間のこと

明日のありのままは　変わっている

 
だから　変わっていこう

きのうのわたし　今日のわたし　明日のわたし

みんな違う

 
変わりゆく　ありのままを

受け入れてくれる　あなたが好き

 
どんどん変わっていく　成長していく

あなたのため　わたしのため

ありのままが変わっていくから

 



ぬくもり

この夜の静けさの中

いるはずのない　あなたの気配を　感じる

 
そばにいてくれる

わたしの涙を見透かすように　見つめている

どこかほっとした安心感が　あふれてくる

 
あなたはここにいないのに

離れているけど

今　この瞬間　同じ時間を過ごしている

 
今　考えていること　違うけれど

お互い想いあう気持ちは同じ

 
この夜の静けさの中

いるはずのないあなたの気配を感じる

 
本当はここにいるんだよね

あなたのぬくもり感じられる



未来へ・・・

その言葉が　勇気をくれる

歩き始める　勇気をくれる

 
歩いていける　自信を持てる

 
あなたのその一言が　わたしに力をくれる

わたしは　夢に向かって歩き出せる

 
言葉一つで　人生が変わる

そう　この瞬間にも

 
その言葉が　勇気をくれる

歩き始める　勇気をくれる

 
陽のあたる場所に　歩いていこう

すべてを前向きに

明るく　光り輝く　未来へ



怒り　憎しみ　悲しみ

怒り　憎しみ　悲しみ

これは人間として　とても自然な感情

 
でもこの気持ちを　どう処理するかが問題

やり方は人それぞれ

 
怒り　憎しみ　悲しみ

これらを許すことが必要

 
思うように許せない

これも人間として　とても自然な感情

 
やがて時が解決してくれる

そう信じている

 
何か日常の中に　感動を感じてみて

そうしたら　この感情も薄らいでいく

 
いそがなくていい

ゆっくりと時間をかけて　許していって

そして感動を感じてると　生きてるありがたさに気づくよ



窓を開けて

夜　窓を開けていると

自然の音が聴こえてくる

わたしも自然にとけこむ

 
無の気持ちになれる

 
普段抱えている　悩みが消えていく

何でこんなちっぽけなことで悩んでいたのだろうって

ちっぽけなわたし

 
自然がすべて　わたしを包み込んでくれる

自然がすべて　わたしをはだかにしてくれる

 
無の気持ちになれる

 
自然がすべてのたからもの

大切にしたい

 
無になりたかったら

夜　窓を開けてごらん



同じ時間

もし　あなたが今

わたしと同じ時間を楽しんでいたら

なんて思う時がある

 
離れていても同じ時間　同じことを考えている

今、同じ時間を生きていられる

それだけで幸せ

　

今　あなたがどこで何をしているかわからない

だけど　同じ空の下　同じ時間を過ごしている

それだけで幸せ

 
夢だけど話してみたい

 
今　この幸せな気持ち

それだけで充分なのかもしれない

欲張りなのかもしれない

 
同じ時間を生きている幸せ

大切にしたい


